
●
横
井
小
楠
と
L
・
L
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ

「
肥
後
の
維
新
」
の
立
役
者
は
横
井
小
楠
と

L
・
L
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
で
あ
る
。
熊
本
英
学
校

（
海
老
名
弾
正

だ
ん
じ
ょ
う

校
長
）
出
身
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

医
師
、
福
田
令よ
し

寿の
ぶ

は
前
者
を
「
東
洋
の
ゼ
ー
ン

ス
」、
後
者
を
「
米
国
の
小
楠
」
と
呼
ぶ
（
同

『
熊
本
班
追
懐
録
』
二
二
頁
）。
小
楠
の
暗
殺
直

後
、「
堯
舜

ぎ
ょ
う
し
ゅ
ん

孔
子
の
道
を
明
ら
か
に
し
、
西
洋

器
械
の
術
を
尽
く
す
」
と
い
う
彼
の
遺
志
と
ま

さ
に
「
同
じ
目
標
」
を
抱
い
て
来
日
し
た
の
が

ジ
ェ
ー
ン
ズ
で
あ
っ
た
（
F
・
G
・
ノ
ー
ト
フ
ェ
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ル
フ
ァ
ー
著
・
飛
鳥
井
雅
道
訳
『
ア
メ
リ
カ
の

サ
ム
ラ
イ
』
一
五
六
頁
。
以
下
『
サ
ム
ラ
イ
』）。

小
楠
と
ジ
ェ
ー
ン
ズ
を
媒
介
す
る
の
は
、
熊

本
洋
学
校
を
発
案
し
た
横
井
大だ
い

平へ
い（
小
楠
の
甥
）

で
あ
る
。
同
校
は
医
学
校
と
並
ん
で
小
楠
門
下

（
実
学
党
）
が
取
り
組
ん
だ
「
肥
後
の
維
新
」

の
看
板
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
大
平
は
父
の

死
後
、
養
父
と
な
っ
た
小
楠
の
勧
め
で
兄
の
左さ

平へ
い

太だ

と
海
軍
兵
学
校

ア

ナ

ポ

リ

ス

に
留
学
し
た
。
そ
の
時
、

世
話
に
な
っ
た
G
・
H
・
F
・
フ
ル
ベ
ッ
キ
（
在

東
京
）
に
退
役
軍
人
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
教
員
に

招
く
斡
旋
を
要
請
し
た
。
白
羽
の
矢
を
立
て
ら

れ
た
の
が
、
陸
軍
士
官
学
校

ウ

ェ

ス

ト

ポ

イ

ン

ト

卒
の
キ
ャ
プ
テ
ン

（
陸
軍
大
尉
）・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
で
あ
っ
た
。

彼
の
名
は
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
で
は
「
熊
本

バ
ン
ド
の
父
」
と
し
て
周
知
で
あ
る
。「
札
幌

バ
ン
ド
」
の
産
み
の
親
、
W
・
S
・
ク
ラ
ー
ク
と
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L
・
Ｌ
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ

―
「
ア
メ
リ
カ
の
小
楠
」
の
光
と
影
―

双
璧
を
な
す
。
二
人
は
「
外
来
教
師
の
両
横
綱
」

で
あ
る
（
徳
富
蘇
峰
『
三
代
人
物
史
』
五
〇
三

頁
）。お

ま
け
に
驚
く
ほ
ど
酷
似
す
る
。
①
非
宗
教

学
校
（
国
公
立
）
に
招
聘
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
人

校
長
、
②
平
信
徒
だ
が
宗
教
的
業
績
は
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
外
国
人
教
員
や
宣
教
師
以

上
、
③
南
北
戦
争
（
北
軍
）
に
従
軍
、
④
妻
は

宣
教
師
家
系
、
⑤
帰
国
後
は
不
遇
、
⑥
ア
メ
リ

カ
で
の
知
名
度
と
評
価
は
極
め
て
低
い
、
⑦
要

す
る
に
日
本
で
の
活
躍
が
黄
金
時
代

ハ

イ

ラ

イ

ト

、
な
の
で

あ
る
（
拙
稿
「
新
島
襄
と
W
・
S
・
ク
ラ
ー
ク
」

『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
五
二
参
照
）。

●
「
奉
教
派
」
と
「
正
義
派
」

熊
本
時
代
の
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
感
化
は
大
き

く
、
キ
リ
ス
ト
教
に
傾
斜
す
る
洋
学
校
生
徒
が

多
数
生
ま
れ
た
。
彼
ら
は
一
八
七
六
年
一
月
三

〇
日
、
郊
外
の
花
岡
山
に
登
り
、「
奉
教
趣
意

書
」（
新
島
遺
品
庫
収
蔵
）
を
読
み
上
げ
、
信

仰
結
束
を
誓
い
合
っ
た
。
海
老
名
た
ち
三
十
五

人
が
こ
の
誓
約
書
に
署
名
し
た
。「
花
岡
山
バ

ン
ド
」、
す
な
わ
ち
「
奉
教
派
」
の
誕
生
で
あ

る
。

す
べ
て
は
小
楠
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
か
ら
甥

二
人
の
洋
行
が
生
ま
れ
、
そ
の
甥
か
ら
洋
学
校

が
生
ま
れ
、
そ
し
て
洋
学
校
か
ら
キ
リ
ス
ト
教

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
（
徳
富
蘆
花
『
竹
崎
順

子
』
二
三
一
頁
、
福
永
書
店
）。
キ
リ
ス
ト
教

に
開
眼
し
た
者
に
は
か
つ
て
の
キ
リ
シ
タ
ン
並

み
の
「
迫
害
」
が
待
ち
受
け
て
い
た
。

好
例
は
小
楠
の
遺
児
、
横
井
時
雄
で
、
座
敷

牢
に
押
し
込
め
ら
れ
た
り
、
自
殺
を
強
要
さ
れ

た
。
か
く
し
て
花
岡
山
の
一
件
は
社
会
問
題
化

し
、
廃
校
な
ら
び
に
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
解
職
に
ま

で
発
展
し
た
。

残
さ
れ
た
問
題
は
キ
リ
ス
ト
教
に
か●

ぶ●

れ●

た●

在
校
生
の
転
校
と
卒
業
生
の
進
学
、
お
よ
び
ジ

ェ
ー
ン
ズ
の
再
就
職
で
あ
る
。

ま
ず
前
者
で
あ
る
が
、
金
森
通み
ち

倫と
も

を
先
頭
に

多
く
は
同
志
社
に
入
学
し
た
。
彼
ら
は
、
京
都

で
は
「
熊
本
バ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
中

に
は
異
色
の
人
物
も
混
じ
る
。
花
岡
山
で
「
奉

教
派
」
が
集
会
を
開
い
た
日
、
危
機
感
を
抱
い

た
反
キ
リ
ス
ト
教
派
の
生
徒
は
、
水
前
寺
公
園

に
結
集
し
、「
正
義
派
」
を
名
乗
っ
た
。
吉
田

（
宇
野
）
作
哉
、
高
道
竹
雄
ら
三
十
六
人
で
あ

る
。吉
田
は
海
老
名
に
公
開
論
争
を
挑
ん
だ
が
、

ほ
ど
な
く
入
信
し
、
海
老
名
ら
と
同
志
社
に
入

学
し
、「
熊
本
バ
ン
ド
」
と
な
っ
た
（
孫
の
ひ

と
り
が
榊
原
英え

い

資す
け

氏
夫
人
）。
高
道
家
の
場
合

も
孫
が
同
志
社
を
出
て
牧
師
と
な
っ
て
い
る
。

高
道
基
氏
（
元
神
学
部
教
授
）
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
熊
本
か
ら
い
っ
た
ん
は
開
成
学

校
（
東
京
大
学
）
へ
進
ん
だ
も
の
の
、
同
校
の

反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
校
風
に
反
発
し
て
中
退
し

（「
正
義
派
」
の
横
井
時と

き

敬よ
し

は
そ
の
ま
ま
在
学
）、

同
級
生
が
進
学
し
て
い
た
同
志
社
に
転
校
し
た

山
崎
為た
め

徳の
り

や
横
井
時
雄
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
徳
富
蘇
峰
も
同
じ
く
迂
回
組
で
あ
る
。
最

終
的
に
は
同
志
社
入
学
者
の
総
数
は
四
十
人
近

く
に
の
ぼ
っ
た
。

●
「
熊
本
バ
ン
ド
」

同
志
社
は
彼
ら
の
入
洛
よ
り
半
年
前
に
「
宗

教
的
首
都
」
に
よ
う
や
く
開
校
し
た
ば
か
り
の

さ
さ
や
か
な
私
塾
に
過
ぎ
な
い
。
俊
才
揃
い
の

「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
入
学
は
ま
さ
に
「
干
天
に

慈
雨
」
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
回
顧
す
る
。

教
え
子
た
ち
は
「
同
志
社
に
対
し
て
影
響
を
及

ぼ
し
は
じ
め
、
新
島
（
襄
）
氏
と
一
体
と
な
っ

て
、
大
学
と
し
て
の
精
神
的
基
盤
も
、
大
学
の

研
究
教
育
そ
の
も
の
も
、
ほ
と
ん
ど
彼
ら
の
手

本
井

康
博

（
同
志
社
社
史
資
料
室
）

L．L．ジェーンズ（1885年撮影、
『アメリカのサムライ』から）



で
作
っ
て
い
っ
た
」（『
ジ

ェ
ー
ン
ズ

熊
本
回
想
』

改
訂
版
、
一
二
六
頁
。
以

下
『
回
想
』）。

事
実
J
・
D
・
デ
イ
ヴ
ィ

ス
は
「
同
志
社
を
し
て
今

日
の
同
志
社
た
ら
し
め
る

よ
う
助
け
た
の
は
彼
ら
で

あ
っ
た
」
と
証
言
す
る

（
北
垣
宗
治
訳
『
新
島
襄

の
生
涯
』
九
一
頁
）。
徳

富
兄
弟
も
同
断
で
あ
る
。

蘇
峰
が
「
同
志
社
の
大
黒

柱
」
が
で
き
た
の
は
彼
ら

の
尽
力
、
と
言
え
ば
（『
三

代
人
物
史
』
五
一
一
頁
）、

蘆
花
も
ま
た
彼
ら
が
「
同

志
社
の
心
核
」と
な
っ
た
、

と
認
め
る
（『
竹
崎
順
子
』

二
三
八
頁
）。

そ
れ
ゆ
え
、
新
島
が

「
百
万
の
援
兵
」（『
三
代

人
物
史
』
五
一
二
頁
）
を

送
り
込
ん
で
く
れ
た
ジ
ェ

ー
ン
ズ
に
対
し
て
、「
あ

な
た
の
熊
本
の
教
え
子
た
ち
が
同
志
社
を
救
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
実
際
、
同
志
社
を
大
学
に
し

て
く
れ
る
者
は
彼
ら
な
の
で
す
」
と
目
を
う
る

ま
せ
て
直
接
、
感
謝
し
た
の
も
頷
け
る
（『
回

想
』
一
二
六
頁
）。

極
論
す
れ
ば
、
同
志
社
は
熊
本
洋
学
校
の

「
複
製
レ
プ
リ
カ

」
で
あ
る(

『
サ
ム
ラ
イ
』
二
八
八
頁)

。

少
な
く
と
も
熊
本
か
ら
の
生
徒
に
は
、
熊
本
洋

学
校
の
「
延
長
」
で
あ
っ
た
（『
蘇
峰
自
伝
』

八
一
頁
）。
同
志
社
の
第
一
回
卒
業
生
十
五
人

は
す
べ
て
神
学
生
、
し
か
も
「
熊
本
バ
ン
ド
」

で
あ
る
。
さ
ら
に
卒
業
後
、
小
崎
弘
道
、
横
井

時
雄
、
下
村
孝
太
郎
、
海
老
名
弾
正
、
金
森
通

倫
、
宮
川
経
輝
、
浮
田
和
民
、
市
原
盛
宏
、
森

田
久く

萬ま
ん

人ど

た
ち
が
同
志
社
で
社
長
（
総
長
）
や

校
長
、
教
頭
、
教
授
な
ど
の
要
職
に
就
い
た
の

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

「
複
製
」
と
言
え
ば
、
共
学
も
そ
う
で
あ
る
。

熊
本
で
は
小
楠
の
遺
児
、
横
井
み●

や●

（
後
に
海

老
名
夫
人
）
が
徳
富
初
子
（
蘇
峰
の
姉
。
後
に

湯
浅
治
郎
夫
人
）と
共
に
男
子
と
机
を
並
べ
た
。

「
日
本
初
の
共
学
」
で
あ
る
。
彼
女
ら
は
同
志

社
で
も
女
学
校
の
授
業
に
飽
き
足
ら
ず
、
男
子

校
に
通
っ
た
。
同
志
社
の
共
学
も
ま
た
早
い
。
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●
ジ
ェ
ー
ン
ズ
と
同
志
社

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
同
志
社
に

教
え
子
を
送
っ
た
の
か
。
そ
れ
ま
で
新
島
と
は

も
ち
ろ
ん
デ
イ
ヴ
ィ
ス
と
も
面
識
は
な
い
。
生

徒
受
け
入
れ
を
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
打
診
し
た
書
簡

に
は
、「
私
の
こ
と
は
ご
存
知
な
い
と
存
じ
ま

す
」
と
あ
る
（『
サ
ム
ラ
イ
』
二
七
〇
頁
）。
受

理
し
た
デ
イ
ヴ
ィ
ス
も
、
筆
跡
、
差
出
人
と
も

心
当
た
り
は
ま
る
で
無
か
っ
た
、
と
告
白
す
る

（『
新
島
襄
の
生
涯
』
八
一
頁
）。

ジ
ェ
ー
ン
ズ
自
身
、
回
想
録
で
も
「
ど
う
い

う
縁
で
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、私
は
当
時
、

京
都
に
新
島
と
い
う
優
れ
た
人
物
が
お
り
、
そ

の
ア
メ
リ
カ
留
学
で
得
た
識
見
を
生
か
し
て
、

日
本
の
青
年
た
ち
を
教
育
し
た
い
と
い
う
考
え

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
い
た
。
ま
た
、

そ
の
同
じ
京
都
に
私
と
同
じ
よ
う
に
南
北
戦
争

に
参
戦
し
た
経
験
を
持
ち
、
今
は
組
合
教
会
派

の
宣
教
師
と
し
て
活
躍
中
の
デ
ビ
ス
氏
が
い
る

こ
と
も
知
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
（『
回

想
』
一
一
七
頁
）。

ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
記
憶
は
飛
ん
で
い
る
が
、
実

は
彼
は
同
志
社
情
報
を
長
崎
の
宣
教
師
（
オ
ラ

ン
ダ
改
革
派
）、
H
・
ス
タ
ウ
ト
か
ら
入
手
し
て

い
る
。
花
岡
山
集
会
の
直
後
に
出
さ
れ
た
ス
タ

ウ
ト
へ
の
書
簡
に
「
新
島
や
デ
イ
ヴ
ィ
ス
な
ど

が
京
都
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
を
開
校

し
た
こ
と
を
初
め
て
あ
な
た
か
ら
知
ら
さ
れ

た
」
旨
の
記
述
が
あ
る
（『
回
想
』
一
七
〇
頁
）。

同
志
社
の
D
・
W
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、
一
年
早

く
て
も
遅
く
て
も
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
入
学

（
一
八
七
六
年
夏
で
あ
る
）
は
あ
り
え
な
か
っ

た
、
と
認
め
る
。
一
八
七
五
年
夏
で
は
同
志
社

は
開
校
前
だ
し
、
一
八
七
七
年
夏
で
は
例
の

「
神
風
連
の
乱
」
後
だ
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み

に
神
風
連
（
敬
神
党
）
の
指
導
者
、
辻
橋
源
助

（
神
官
）
の
孫
（
三
郎
）
は
国
学
院
に
進
ん
だ

も
の
の
、
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
、
同
志
社
高

等
学
校
や
神
戸
女
学
院
で
教
鞭
を
と
っ
た
。

●
ジ
ェ
ー
ン
ズ
再
就
職
と
離
婚
訴
訟

次
に
失
職
後
の
ジ
ェ
ー
ン
ズ
で
あ
る
が
、
一

八
七
六
年
秋
に
大
阪
の
官
立
英
語
学
校
に
再
就

職
で
き
た
。
契
約
満
了
後
は
同
志
社
が
予
定
さ

れ
て
い
た
。「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
指
導
に
デ
イ

ヴ
ィ
ス
や
新
島
が
て
こ
ず
っ
た
話
は
有
名
で
、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
な
ど
は
そ
の
た
め
に
病
気
に
な
っ

た
り
、「
登
校
拒
否
」
に
陥
っ
た
、
と
の
伝
説

さ
え
あ
る
。
そ
の
手
ご
わ
い
連
中
を
一
人
で
指

導
し
て
の
け
た
辣
腕
の
指
導
者
を
同
志
社
教
員

に
迎
え
る
、
こ
れ
は
「
夢
の
人
事
」
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
新
島
は
念
願
の
総
合
大
学
を
託
す

べ
き
人
物
と
し
て
彼
に
大
き
な
期
待
を
か
け

た
。
新
島
は
「
あ
な
た
が
、
あ
な
た
こ
そ
が
、

私
が
長
年
い
だ
い
て
き
た
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
を
可
能
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
が
日
本
国

が
必
要
と
す
る
よ
う
な
幅
広
い
、
か
つ
深
い
、

普
通
教
育
の
本
当
の
大
学
を
作
る
と
い
う
私
の

夢
を
」
と
ジ
ェ
ー
ン
ズ
に
告
白
し
た
と
い
う

（『
回
想
』
一
二
四
頁
）。

と
こ
ろ
が
、同
志
社
就
職
の
件
は
頓
挫
し
た
。

保
養
の
た
め
大
阪
か
ら
一
時
帰
国
し
た
際
、
妻

（
ハ
リ
エ
ッ
ト
）
の
父
親
か
ら
「
熊
本
で
の
不

貞
」
と
「
性
病
感
染
」
を
理
由
に
離
婚
訴
訟
を

起
こ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
判
決
は
一
八
八
四

年
一
一
月
に
出
て
、
ひ
と
ま
ず
離
婚
が
認
め
ら

れ
た
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
「
罪
」
は
確
定
し
、

「
名
声
」
は
地
に
落
ち
た
。
当
然
、
同
志
社
へ

の
道
も
閉
ざ
さ
れ
た
。

実
は
「
夫
の
不
貞
」
は
妻
の
妄
想
ら
し
か
っ

た
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
に
と
っ
て
さ
ら
に
不
幸
な
こ

熊本洋学校のクリスチャン・グループ（大半が同志社英学校に進学した。1876年6月10日撮影・同志社社史資料室蔵）



一
八
九
六
年
に
つ
い
に
決
裂
し
、
ヒ
ト
と
カ
ネ

の
パ
イ
プ
が
遮
断
さ
れ
た
。
宣
教
師
は
同
志
社

か
ら
総
退
陣
し
、
神
学
校
を
別
個
に
立
ち
上
げ

た
。
同
志
社
は
貧
血
状
態
に
陥
り
、
神
学
校
は

閑
古
鳥
が
鳴
き
、
病
院
や
看
護
学
校
は
手
放
さ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
関
係
悪
化
の
底
流
に
は
ジ
ェ
ー
ン

ズ
の
影
が
確
実
に
落
ち
て
い
た
。
一
八
九
〇
年

代
の
同
志
社
衰
退
の
要
因
は
、
新
島
の
死
や
国

粋
主
義
の
台
頭
（
キ
リ
ス
ト
教
反
動
）
と
い
う

「
外
患
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
内
憂
」
が
こ

れ
を
加
速
し
た
の
で
あ
る
。
神
学
的
に
も
同
志

社
の
（
正
統
的
）
キ
リ
ス
ト
教
離
れ
、
す
な
わ

ち
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
化
（
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
化
）
は

ジ
ェ
ー
ン
ズ
と
彼
の
教
え
子
が
め
ざ
し
た
路
線

で
も
あ
っ
た
（『
サ
ム
ラ
イ
』
三
四
二
頁
）。

ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
教
え
子
の
手
を
借
り
て
同
志

社
の
宣
教
師
た
ち
に
リ
ベ
ン
ジ
し
て
い
る
か
の

よ
う
で
あ
っ
た
。
蘆
花
は
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
来
日

を
「
日
本
が
米
国
に
負
ふ
悠
久
な
感
謝
の
ひ
と

つ
」
と
特
筆
す
る
が
（『
竹
崎
順
子
』
二
三
七

頁
）、
諸
手
を
挙
げ
て
、
と
は
い
か
な
い
事
情

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

同
志
社
人
物
誌
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と
は
、
岳
父
（
H
・
M
・
ス
カ
ッ
ダ
ー
）
が
大
物

牧
師
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
一
族
は
宣

教
師
と
し
て
海
外
で
送
っ
た
年
数
が
延
べ
七
百

年
以
上
、
と
い
う
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
き
っ

て
の
名
門
宣
教
師
家
系
な
の
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
見
て
ジ
ェ
ー
ン
ズ
ご
と

き
「
馬
の
骨
」
が
、
洋
学
校
教
員
に
抜
擢
さ
れ

高
給
（
月
四
百
円
！
）
が
取
れ
た
の
も
、
有
力

者
た
る
義
父
の
推
薦
（
蘇
峰
は
「
夫
人
の
縁
故
」

と
い
う
）
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
で
あ
っ
た

（
拙
稿
「
ス
カ
ッ
ダ
ー
家
の
人
び
と
」、『
同
志

社
談
叢
』
七
参
照
）。

そ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
は
原
告
の

ス
カ
ッ
ダ
ー
を
支
持
し
、
娘
婿
の
「
不
貞
」
を

疑
わ
な
か
っ
た
。
か
つ
て
の
救
世
主

メ

サ

イ

ヤ

は
今
や

「
福
音
の
敵
」、「
狂
人
」
に
朽
ち
は
て
た
（『
サ

ム
ラ
イ
』
二
八
六
頁
、
三
一
〇
頁
）。
デ
イ
ヴ

ィ
ス
ら
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
も
基
本

的
に
は
同
じ
ス
タ
ン
ス
に
立
っ
た
。
こ
こ
に
い

た
っ
て
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
「
私
の
ま
っ
た
く
の
認

識
不
足
か
ら
、
人
も
あ
ろ
う
に
こ
の
デ
ビ
ス
氏

に
」
教
え
子
を
託
し
た
こ
と
を
後
悔
す
る
に
至

っ
た
（『
回
想
』
一
二
五
頁
）。

●
離
婚
訴
訟
の
波
紋

と
こ
ろ
で
先
の
離
婚
訴
訟
は
同
志
社
に
も
思

わ
ぬ
余
波
を
及
ぼ
し
た
。
離
婚
後
、
社
会
的
に

葬
ら
れ
、
田
舎
で
逼
塞
し
て
い
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ

を
訪
ね
て
、
訴
訟
の
「
真
相
」
を
知
っ
た
「
熊

本
バ
ン
ド
」
の
浮
田
和
民
は
、
恩
師
の
不
遇
と

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
不
当
な
取
り
扱
い
に
憤
慨
し

て
、
日
本
の
新
聞
に
情
報
を
送
っ
た
。
帰
国
後
、

さ
ら
に
旧
友
、
小
崎
弘
道
が
編
集
す
る
『
六
合
り
く
ご
う

雑
誌
』
に
「
外
国
宣
教
師
論
」
を
寄
稿
し
た
。

日
本
の
宣
教
師
の
目
に
は
宣
戦
布
告
と
映
っ

た
。義

憤
に
駆
ら
れ
た
「
熊
本
バ
ン
ド
」、
す
な

わ
ち
「
ジ
ェ
ー
ン
ズ
派
」
は
恩
師
の
名
誉
回
復

や
募
金
・
求
職
活
動
に
奔
走
し
た
。
小
崎
は
第

三
高
等
中
学
校
に
英
語
教
員
の
口
を
探
り
当
て

た
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
思
い
が
け
な
く
も
京
都

（
吉
田
）
に
就
職
で
き
た
の
で
あ
る
。
入
洛
し

た
「
伝
説
の
ヒ
ー
ロ
ー
」
に
同
志
社
の
学
生
は

さ
っ
そ
く
チ
ャ
ペ
ル
講
演
（
三
回
連
続
）
を
依

頼
し
た
。
当
日
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
、
学
生
に
は

"M
y
frie
n
d
s"

、
そ
し
て
宣
教
師
に
は"M

y

en
em
ies"

、
と
語
り
か
け
た
。

講
演
は
キ
リ
ス
ト
教
・
宣
教
師
攻
撃
に
終
始

し
た
。
怒
っ
た
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
「
戦
闘
は
始
ま

っ
た
」
と
市
原
盛
宏
校
長
代
理
（
校
長
の
小
崎

は
渡
米
中
）
に
講
演
中
止
を
申
し
入
れ
た
。
が
、

市
原
は
「
主
催
者
は
学
生
サ
ー
ク
ル
」
と
取
り

合
わ
な
か
っ
た
。
小
崎
に
し
ろ
、
市
原
に
し
ろ

「
熊
本
バ
ン
ド
」
に
は
恩
師
を
糾
弾
す
る
理
由

は
何
ひ
と
つ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

●
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
落
と
す
影

お
ま
け
に
新
島
の
死
後
、
同
志
社
の
牛
耳
を

と
っ
た
彼
ら
「
ジ
ェ
ー
ン
ズ
派
」
は
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
旺
盛
で
、
宣
教
師
で
も
あ
っ
た
新
島

と
は
相
違
し
て
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
か
ら
の

独
立
を
画
策
し
た
。
か
く
し
て
両
者
の
溝
は
深

ま
る
一
方
で
あ
っ
た
。
結
局
、
横
井
が
社
長
の
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L．L．ジェーンズ（Leroy Lansing Janes）（1837.3.27～1909.3.27）

オハイオ州ニューフィラデルフィアで陸軍大佐の子として生まれ、陸軍士官学校に学ぶ。
卒業と同時に南北戦争（北軍）に従軍し、砲兵大尉（captain）となる。退役後もCaptain
Janesと呼ばれる。戦後、メリーランド州で農業に従事していたが、1871年、家族3人と来
日し熊本洋学校教師となる。全科目をひとりで、しかも英語（通訳なし）で教えた。生徒の
中からキリスト教に傾斜した「花岡山バンド」が出たために、学校は廃校、自身も契約満了
を契機に失職した。この時、彼が同志社に託した信徒学生が「熊本バンド」である。大阪英
語学校（後の第三高等中学校）で英語教師を務めた後、1877年に一家（6人）して帰国し
た。1893年、京都に移転していた第三高等中学校（後の三高）の英語教授に就任。任期半
ばで鹿児島の造士館高等中学校（後の七高）に転じるが、翌年、三高に復帰した。1899年
に帰国し、カリフォルニア州に住むが、病気や事業失敗のため晩年は不遇であった。72回
目の誕生日に心臓発作で急死。遺言により遺灰は近くの山に蒔かれた。

熊本時代のジェーンズ旧邸（現ジェーンズ記念館。2003年10月3日撮影）

ハリエット（ジェーンズの2度目の妻、
『アメリカのサムライ』から）


